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都市工学におけるマルチエージェント
シミュレーションの適用した先行研究

土地利用用途と親和度による土地の分布形態の
考察(奥, 2005)

宅地再配置による都市の凝集化の特徴と評価
(奥, 2003)

都市における宅地の集中と分散を扱う



宅地集散の既往研究

二要因(宅地密度・近傍の大きさ)による影響
のみを考察

単純な移動ルール

均衡状態における結果を評価

ドーナツ化など摂動しながら都市が
成長するプロセスを扱っていない

宅地の多核化 宅地の一極集中



研究目的

単純な自己組織化ルールに基づき
ドーナツ化を含む都市の時間的成長
プロセスを再現する



モデル構造

居住者エージェント

中心地

エージェントはこの中
で効用が最大になる
セルに移動する

2D空間



効用関数
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効用関数

効用 = 距離効用 密度効用+
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効用関数

効用 = 距離効用 密度効用+

1-αα

パラメータαによって
効用の重み付け



移動ルール

423

637

851 8

1エージェントの移動

多数のエージェントの移動

423

657

352

効用情報
の更新

移動

移動

88 効用

423

637

851 8

423

647

851



モデルの特徴のまとめ

2D空間上に中心地を仮定

人口分布の時間的動態を再現するモデル

効用として、距離と密度の影響だけを考慮

移動イベントは確率的に発生し、効用が最大の
場所に移動

中心地

移動するエージェント
は確率的に選ばれる



実験パラメータ

エージェント数 3000

2D空間の大きさ 30×30

移動確率 0.2

効用関数のパラメータα 0.5

距離効用と密度効用の最大値
を同値の0.5にスケーリング

約600エージェントが
1stepで移動する



評価方法

中心地からの平均距離の時間推移

2D空間上のエージェント密度

中心地からの距離と密度の関係



人口分布の時間推移

一極集中

一極集中

ドーナツ化

集中・分散の
繰り返し

ランダム配置
2D空間
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Step35からStep50 –二度目の一極集中-
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結論

 距離とエージェント密度の効用を考慮
した単純な自己組織化ルールに基づく
都市人口動態のマルチエージェントシ
ミュレーションモデルを構築した

 「一極集中→分散によるドーナツ化」の
サイクルが創発することを示した


